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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 3,858 1.9 70 ― 59 ― 46 ―
22年3月期第3四半期 3,786 △34.9 △3 ― △21 ― △156 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 128.63 ―
22年3月期第3四半期 △428.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 5,915 1,700 28.7 4,669.47
22年3月期 5,945 1,693 28.5 4,649.77

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  1,700百万円 22年3月期  1,693百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 20.00 20.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想） 25.00 25.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,200 4.6 100 281.6 85 958.2 55 ― 150.99



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 400,000株 22年3月期  400,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  35,782株 22年3月期  35,733株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 364,236株 22年3月期3Q 364,432株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日）における日本の経済情勢は、一時期の急

激な円高はなりを潜めたものの、景気刺激策として投入した税金の原資も底をつき、ますます逼迫した財政危機に

直面したことで、基幹産業全般が将来に対する不安を増幅させた感があります。また資源国の強気な姿勢から原材

料の入手が困難になるなどの局地的なインフレを引き起こしていることから、製造業の海外移転もさらに加速する

ものと推察されます。 

 当社グループを取り巻く状況といたしましては、第２四半期同様住宅エコポイントの導入や金融機関の個人貸付

が緩和されたことによる住宅着工戸数の増加が続いているものの、一方のマンション分譲やオフィスビル関連は依

然として回復のめどが立たない状況となっており、建設業界の再編途中であることには変わりがないものと推察さ

れます。また高気密住宅に使用する断熱材やボードなどは、リーマンショック以降メーカーが生産調整を行ったこ

とで現在欠品が続いており、前述の資源高騰と相まって仕入コストに大きな影響を及ぼすことが懸念されます。 

 このような状況下当社グループは、木材・建材部門においてプレカットと住宅設備全般のトータル受注をすべく

ＣＡＤ室との同行訪問に注力し、１契約あたりの販売単価を上げるように活動を続けてまいりました。また11月か

ら新たにオープンした木材コンビニＡ’ｚｅｎ館をアンテナショップとして、リフォームを手掛ける工務店などに

材料や住宅設備を提案しながら、地域に根付いた販売活動を推進し利益重視の営業活動を行ってまいりました。 

 一方不動産賃貸に関しては従来同様安定した収益を確保しているものの、連結子会社の三重ナゴヤホームズの新

規分譲物件の完成が遅れているため、売上・収益に貢献できませんでした。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は3,858百万円（前年同期比72百万円増、1.9％

増）、経常利益59百万円（前年同月は経常損失21百万円)、四半期純利益は46百万円(前年同期は四半期純損失156

百万円)となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日現在)の当社グループの財政状況は、木材・建材部門の売上が好

調であったため、前連結会計年度末に比較して売上債権が74百万円増加しました。一方仕入面では、メーカーの生

産調整によって入手困難な材料をまとめて購入する対応を取ったため、仕入債務は前連結会計年度末に比較して

139百万円増加しました。たな卸資産につきましては、不動産部門の戸建物件及び子会社の三重ナゴヤホームズの

在庫マンションが完売したことにより、前連結会計年度末に比較して129百万円減少しました。 

 有形固定資産につきましては、11月にオープンしました木材コンビニＡ’ｚｅｎ館の開設に伴い、建物改修及び

追加工事等が発生したため、前連結会計年度末に比較して18百万円増加しました。投資有価証券につきましては、

株価低迷のあおりを受けた銘柄が多くあり、前連結会計年度末に比較して50百万円減少しました。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比較して0.2ポイント増加し28.7％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 日本経済を取り巻く環境は、新興国の好調な産業発展とは裏腹に消費活動の低迷から資金滞留が顕著になり、多

くの産業が窮地に追いやられてきました。特に製造業に関しては時限的な景気刺激策で一時的な回復は見せたもの

の、根本的解決には至らずに期限を迎えた後の見通しとしてはかなり厳しい状況と言わざるを得ません。逆に住宅

関連は住宅エコポイントの継続施行や個人向け融資のハードルが下がったことで、戸建住宅着工戸数は大きな伸び

を見せております。 

 このような状況の下、当社グループは国産材を利用したプレカット販売に積極展開を図り、受注金額の増大に努

めてまいりました。また、既設住宅のリフォームや分譲住宅などの一般施主向けの販売にも力を注ぎ、お客さまの

ニーズにお応えしてまいりました。更には11月15日にオープンした木材コンビニＡ’ｚｅｎ館は、近隣の工務店や

大工をターゲットに良質な木材・建材を個別販売するアンテナショップとして位置づけ、且つ既存のお客さまにも

たくさん利用いただけるよう情報発信に努めております。 

 平成23年３月期の業績予想につきましては、引き続きプレカット販売を中心とした国産材の拡販とリフォーム事

業の積極販売、そして木材コンビニＡ’ｚｅｎ館によるプロ向け商品の小売販売を行い、確実な販売量を確保して

まいります。また、子会社の三重ナゴヤホームズでは、新規の戸建分譲を急ピッチで進めており、年度内の完成を

想定して営業展開も進めております。 

 一方仕入・経費面では配送部門のさらなる効率化と在庫の適正化、主力販売商品の価格交渉によって売上利益の

確保に努め、更に借入金圧縮による金利の削減を実施し、トータルで増益の予定であります。 

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 （簡便な会計処理） 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定にあたり加味する加減算項目や税額控除項目を、重要な

ものに限定しております。 

（特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計基準などの改正に伴う変更） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる影響はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 582,665 535,709

受取手形及び売掛金 1,050,507 976,257

商品及び製品 436,004 600,893

仕掛品 64,574 28,718

原材料 5,013 5,053

その他 49,202 69,733

貸倒引当金 △4,600 △12,627

流動資産合計 2,183,367 2,203,738

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 597,112 578,383

有形固定資産合計 3,158,723 3,139,993

無形固定資産 1,485 1,485

投資その他の資産   

投資有価証券 456,581 507,541

その他 149,058 130,841

貸倒引当金 △33,638 △38,303

投資その他の資産合計 572,002 600,078

固定資産合計 3,732,210 3,741,558

資産合計 5,915,577 5,945,296

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,137,795 998,469

短期借入金 650,000 898,500

1年内返済予定の長期借入金 605,948 492,988

未払法人税等 3,041 2,034

賞与引当金 7,500 10,000

その他 108,216 100,271

流動負債合計 2,512,501 2,502,265

固定負債   

長期借入金 828,611 890,997

繰延税金負債 630,893 618,297

退職給付引当金 81,110 74,326

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 128,647 148,677

その他 25,957 9,825

固定負債合計 1,702,369 1,749,274

負債合計 4,214,871 4,251,539



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,503,415 1,463,848

自己株式 △107,729 △107,673

株主資本合計 1,602,253 1,562,741

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 98,452 131,015

評価・換算差額等合計 98,452 131,015

純資産合計 1,700,706 1,693,757

負債純資産合計 5,915,577 5,945,296



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 3,786,433 3,858,792

売上原価 3,210,041 3,192,373

売上総利益 576,392 666,418

販売費及び一般管理費 580,235 596,264

営業利益又は営業損失（△） △3,842 70,154

営業外収益   

受取利息 221 231

受取配当金 9,374 10,501

仕入割引 13,052 11,921

その他 7,827 7,090

営業外収益合計 30,475 29,744

営業外費用   

支払利息 40,374 33,241

売上割引 6,706 6,935

その他 763 479

営業外費用合計 47,844 40,656

経常利益又は経常損失（△） △21,210 59,243

特別利益   

固定資産処分益 49 －

貸倒引当金戻入額 7,950 9,520

退職給付引当金戻入額 93,398 －

特別利益合計 101,398 9,520

特別損失   

固定資産処分損 213,765 106

たな卸資産評価損 112,759 －

事業構造改善費用 10,961 －

その他 389 －

特別損失合計 337,875 106

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△257,688 68,657

法人税、住民税及び事業税 1,835 1,950

法人税等還付税額 △669 －

法人税等調整額 △99,131 19,854

法人税等合計 △97,965 21,804

少数株主損益調整前四半期純利益 － 46,852

少数株主損失（△） △3,645 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △156,076 46,852



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△257,688 68,657

減価償却費 38,385 36,460

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,000 △2,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △104,576 6,783

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,954 △12,692

受取利息及び受取配当金 △9,595 △10,733

支払利息 40,374 33,241

固定資産処分損益（△は益） 213,715 106

たな卸資産評価損 112,759 －

事業構造改善費用 10,961 －

売上債権の増減額（△は増加） 527,132 △74,250

たな卸資産の増減額（△は増加） 255,847 129,073

仕入債務の増減額（△は減少） △388,601 139,325

預り保証金の増減額（△は減少） △123,985 △4,965

その他 23,925 △736

小計 325,701 307,771

利息及び配当金の受取額 9,296 10,398

利息の支払額 △40,025 △32,544

法人税等の支払額 △15,504 △1,969

法人税等の還付額 1,489 5,710

営業活動によるキャッシュ・フロー 280,958 289,365

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △30,000 △30,000

定期預金の払戻による収入 30,000 30,000

有形固定資産の取得による支出 － △31,591

有形固定資産の売却による収入 577 －

投資有価証券の取得による支出 △25,332 △988

その他 △71,329 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △96,084 △32,579

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △281,500 △248,500

長期借入れによる収入 724,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △576,333 △449,426

自己株式の取得による支出 △165 △55

配当金の支払額 △7,289 △7,285

その他 △3,283 △4,563

財務活動によるキャッシュ・フロー △144,571 △209,829

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 40,302 46,955

現金及び現金同等物の期首残高 648,305 505,709

現金及び現金同等物の四半期末残高 688,607 552,665



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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